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1．適用範囲と用途 
土留め擁壁・のり面保護用連続繊維補強土「ジオファイバー工法」は、平成 4年 5 月に技術

審査証明（技審証第 0401 号）、平成 14 年 5 月に建設技術審査証明（建技審証第 0202 号）を

取得している。 

補強用の連続繊維を砂質土と混合した連続繊維補強土と、その表面に施す植生工とを組み

合わせた緑化が可能なのり面保護工法として、自然斜面や切土斜面の表層保護、さらには急

傾斜地崩壊対策や災害復旧対策など、多くの実績を有している（図 1-1～3 令和 5年 3 月末

時点実績 3,723 件、719,572ｍ3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 長大切土のり面の保護 

図 1-2 急傾斜地崩壊対策工事 

図 1-3 災害復旧対策 
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本標準積算資料（以下、本積算と称する）では、図 1-4 に示すのり面保護タイプと、擁壁

形状タイプの 2種類について記す。 

 

 

 

図 1-4 ジオファイバー工法の標準的な用途例 

 
図 1-5 ジオファイバー工法の代表的な用途例 

のり面の侵食や風化防止、表層崩壊の抑制と緑化 
擁壁形状タイプ のり面保護タイプ 

連続繊維補強土 連続繊維補強土 

受圧板 アンカー 

①法枠工やアンカーの受圧板の被覆修景緑化 

EPS 盛土 

③軽量盛土の修景緑化 

②崩壊箇所の埋め戻しと緑化 

崩壊箇所 

連続繊維補強土 

連続繊維補強土 

連続繊維補強土 

連続繊維補強土 

④既設モルタル吹付面の補修補強 

既設モルタル吹付面 
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  表 1-1 は、本積算におけるのり面保護タイプと擁壁形状タイプの適用範囲をまとめたもの

である。 
 

表 1-1 のり面保護タイプと擁壁形状タイプの適用範囲 

 

地山の状態から決定する条件 施工上の制限 

地山勾配 
想定すり抜

け厚さ 1) 
築造厚さ 

施工高さ

（直高） 
圧送距離 備 考 

のり面保

護タイプ 

１：0.5 よりも緩い 

（1：0.5 を含む） 

～1.0ｍ 

20 ㎝ － 直高 

45ｍ以下 

 

水平 

150ｍ以下 

－ 

擁壁形状

タイプ 
１：0.5 よりも急 

天端水平厚さ

30 ㎝以上 
8ｍ以下 

連続繊維補強

土の表面勾配

は 1：0.5 より

も緩くする 

 

１） 想定すり抜け厚さとは、プレート付きアンカーまたは地山補強土工の補強材間における、

すり抜け土塊の厚さの目安である。 
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2．施工概要 
2.1 施工概略図 

ジオファイバー工法の施工概略図を図 2-1 に示す。連続繊維を供給する「連続繊維供給シ

ステム」と、砂質土の吹付をおこなう「砂質土供給システム」により施工をおこなう。 
 

 

図 2-1 施工概略 

 
2.2 施工フロー 

ジオファイバー工法の標準的な施工フローは以下の通りである。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

砂質土供給システム 

連続繊維供給システム 

図 2-2 ジオファイバー工法の施工状況 

（連続繊維補強土造成工） 

連続繊維補強土造成工 

の り 面 清 掃 工 

流 末 処 理 工 

裏 面 排 水 工 

プレート付きアンカー工 

植 生 工 
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2.3 標準断面図 
 のり面保護タイプと擁壁形状タイプの標準断面図を図 2-3～図 2-6 に示す。 

 

 

図 2-3 のり面保護タイプ  
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図 2-4 のり面保護タイプ（地山補強土工併用タイプ） 
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図 2-5 擁壁形状タイプ 
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図 2-6 擁壁形状タイプ（地山補強土工併用タイプ） 
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2.4 主な材料の形状・寸法 
2.4.1  プレート付きアンカー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標準型 

 

図 2-7 プレート付アンカー 

                        

表 2-1 プレート付きアンカーの仕様 

頭部突出長（a） 補強土厚と同じ 

b:根入れ長（b） 
岩盤部 600mm 以上 

土砂部 1,000mm 以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土砂部用（のり面保護タイプ） 

岩部用（のり面保護タイプ） 

連続繊維補強土

カプラー（必要に応じて計上）

支圧板（150 or 300）

ネジ節異形棒鋼

ナット

a b 

図 2-8 支圧板付きアンカー 

1
0
0

7
5

100

不等辺山形鋼 
100 × 75 × 7 異形棒鋼（D19 SD345） 

頭部突出長 根入れ長 
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2.4.2  支圧板 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-9 支圧板 

 

2.4.3  連続繊維 
 

 

 

 

 

 

 

    連続繊維のボビン形状         連続繊維 

 

図 2-10 連続繊維 

 

 

 

 

 

 

支圧板（GF300S） 

設置例 

φ50

φ50

3
0

300

3
0
0
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表 2-2 連続繊維の仕様 

項  目 規  格 備  考 

材  質 ポリエステル マルチフィラメント（再生ポリエステル繊維も使用可能） 

繊維の太さ 167±6 T 

T：10,000ｍ当たりの繊維１本の重さによって、繊維の太さを示す

単位で「デシテックス」の略 

167T＝10,000ｍ当り 167ｇ 

引張強度 3.53 ｃN/T 以上 1T 当りの繊維の引張り強度 JIS L1013 

伸び率 40％以下 JIS L1013 

 
2.4.4  保水・保肥材 

 

 

 

 

0 

 

 

 

図 2-11 保水・保肥材（LA グリーン） 

 

表 2-3 保水・保肥材の仕様 

製    品 LA グリーン 

 サイズ (mm) 120×100×65 

 使用量（ケ／ｍ2） 2 

 

 

120mm 

100mm 

65mm 
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ジオピン（GP-200） ひし形金網 

2.4.5  植生ネット 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-12 ひし形金網とジオピン 

 

表 2-4 ひし形金網の仕様 

名称 仕様 

植生ネット ひし形金網 φ2.0×50mm、亜鉛メッキ 

ジオピン GP-200 L=200mm 1.8 本/㎡ 

 

200 
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3．積算条件 
3.1 工種構成 

本積算における直接工事費の標準的な工種構成は、次のとおりである。 

 

ジオファイバー工法の積算基本構成 

 

 
 

 

 

 

ジオファイバー工法 

プレート付きアンカー工 
連続繊維補強土工 

植生工 

流末処理工（地下排水工） 

裏面排水工 

のり面保護タイプ 

擁壁形状タイプ 

植生基材吹付工、植生マット工など 

連続繊維補強土造成工 

地山補強土工（地山補強土工併用タイプに計上） 

・鉄筋挿入工、アンカー工等 

※ 頭部連結工は、鉄筋挿入工に連結する場合に計上 

※ 点線は本積算の範囲外 

※ 連続繊維補強土工で生じる跳ね返りロスの処理費用は現場条件に応じて別途計上する。 

頭部連結工※ 

頭部連結工※ 

挿入工 土砂部 

岩部 挿入工 

注入打設工 

のり面清掃工 



- 14 - 
 

4．使用機器 
本積算における工種別の使用機器は、表 4-1 を標準とする。 

 

表 4-1 使用機器 

工 種 機 種 規 格 数量 摘    要 

プレート付き

アンカー工 

（挿入工） 

発動発電機又は 

空気圧縮機 
現場条件により選定 1 台 

諸経費で計上 

削孔ドリル φ38mm 3 台 

プレート付き

アンカー工 

（注入工） 

グラウトポンプ 現場条件により選定 1 台 

グラウトミキサー 〃 1 台 

水中ポンプ 〃 1 台 

水槽 〃 1 台 

連続繊維補強

土造成工 

連続繊維供給システム 

見積り エジェクタ 4 本ノズル 1 台 

スレッドフィーダ 可搬式、20～28 ボビン 1 台 

砂質土供給システム 

財団法人日本

建設機械化協

会「建設機械等

損料算定表」を

参考 

モルタル吹付機 
0.8～1.2m3/h、所要空気量

10～19m3/min 
1 台 

空気圧縮機 18.0～19.0m3/min、0.7Mpa 1 台 

ホイールローダ 
トラクタショベル、0.34～

0.35m3 
1 台 

散水車 タンク容量 3800 ㍑ 1 台 

発動発電機 37/45kVA 1 台 

ベルトコンベア 7m､ 1.1kW 2 台 

諸経費で計上 計量器 300kg×1 槽 1 台 

水槽 容量 3.0m3 1 台 

植生基材 

吹付工 

モルタル吹付機 
0.8～1.2m3/h、所要空気量

10～19m3/min 
1 台 

市場単価を参

考   

空気圧縮機 10.5～11.0m3/min、0.7Mpa 1 台 

発動発電機 10kVA､ 13kW 1 台 

ベルトコンベア 7m､ 1.1kW 2 台 

揚水ポンプ φ50mm 2.2kW 1 台 

水槽 容量 3.0m3 1 台 
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5．積算 
5.1 のり面清掃工 

のり面清掃工は、地山と連続繊維補強土との付着を阻害するものを取り除く工程である。 
 
5.1.1  編成人員と歩掛 

表 5-1 編成人員と歩掛(T1) 

 

 

5.1.2  単価表 

表 5-2 のり面清掃工の単価表（100 ㎡当り） 

名 称 仕  様 単位 数量 摘    要 

世話役 土木一般 人 1 人×100m2／T1 表 5-1 

のり面工  〃 4 人×100m2／T1 表 5-1 

諸雑費  式 1 労務費の 3％ 

(注)諸雑費は、命綱などの費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 
 
 
 
 
 

  

名 称 単位 のり面清掃工 

世話役 

人 

1 

のり面工 4 

特殊作業員 - 

一般運転手 - 

普通作業員 - 

計 5 

歩掛 219ｍ2/日(T1) 
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1,500

1,500

5.2 プレート付きアンカー工 
5.2.1  数量算出 
 

プレート付アンカー工（土砂部および岩部）の算出方法を以下に示す。 

なお、土砂部でのプレート付アンカー工は、土砂に直接打込んで設置するので注入

は行なわない。 

 

（1） 挿入工・注入打設工 
プレート付きアンカー ：1本/㎡～1本／2.25㎡千鳥配置を標準（図5-1参照） 

削孔径(D1) ：φ38mm を標準 

標準削孔長(L1) ：土砂部 1.0m 

  岩部 0.6m 

単位セメント量(C) ：1,230 kg/m3 

注入材割増率(K1) ：3.0 

混和剤 ：減水剤を使用する 

 

 

 

 

表 5-3 プレート付きアンカー材料の使用数量（100 本当り） 

名 称 仕  様 単位 数 量 摘要 

プレート付きアンカー 

亜鉛メッキ、D19 

土砂部 L=1.2m 

岩部 L=0.8m 

本 100 見積り 

早強セメント 1,230kg/m3 kg 
D1

2×π／4×L1×100 本 

×C×K1 
土砂部無し 

混和剤 
マスターロック 

FLC400、FT-1000 等 
〃 

セメント量（C）×1～2％ 

※使用量は混和剤の仕様

に従う 

土砂部無し 

(注)プレート付きアンカーの長さは、頭部突出長が 0.2m の場合 

図 5-1 標準配置 
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（2） 頭部連結工 
鉄筋挿入工を併用する場合（地山補強土工併用タイプ）は、前面締め付け型を標準と

する。そのため、鉄筋挿入工の補強材長は、連続繊維補強土の厚さを含めた長さを計上

する。また、支圧板は必要なのり面工低減係数μに応じたものを選定する。 

既設の鉄筋挿入工を利用して、頭部を締め付ける場合に、頭部連結工を計上する。頭

部連結工に用いる標準的な材料を表 5-4 に示す通りである。 

 

表 5-4 頭部連結工材料の使用数量（100 本当り） 

名 称 仕  様 単位 数 量 摘要 

ねじ節異形棒鋼 亜鉛メッキ 本 100  

カプラー 亜鉛メッキ 〃 100  

支圧板 

μ=0.4 9ｔ×150×150 枚 100  

μ=0.6 

9ｔ×150×150 〃 100  

30t×300×300 

（GF300S） 
枚 100  

ナット 亜鉛メッキ ヶ 100  

(注)μ：のり面工低減係数 

 

5.2.2  編成人員と歩掛 

表 5-5 編成人員と歩掛(T2、T3、T4) 

名 称 単位 
挿入工 注入打設工 

頭部連結工 
土砂部 岩部 

世話役 

人 

1 1 1 1 

のり面工 4 4 - - 

特殊作業員 - - 1 1 

一般運転手 - - - - 

普通作業員 2 2 2 2 

計 7 7 4 4 

歩掛 209 本/日(T2) 110 本/日(T2) 0.51m3/日(T3) 48 本/日(T4) 

(注)1．挿入工の歩掛は｢建設省土木工事積算基準 平成 9 年度版 P.55｣に準ずる。 

2. 注入打設工の歩掛は｢国土交通省土木工事積算基準 平成 17 年度版 P.171｣に準ずる。 

3．頭部連結工の歩掛は｢国土交通省土木工事積算基準 平成 17 年度版 P.171｣に準ずる。 
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5.2.3  単価表 
（1） 挿入工 

表 5-6 挿入工の単価表（100 本当り） 

名 称 仕  様 単位 数量 摘    要 

材  料 
プレート付きアン

カー 
式 1 表 5-3 

世話役 土木一般 人 1 人×100 本／T2 表 5-5 

のり面工  〃 4 人×100 本／T2 表 5-5 

普通作業員  〃 2 人×100 本／T2 表 5-5 

諸雑費  式 1 労務費の 4％ 

(注)諸雑費は、発動発電機､ハンマードリル、打ちこみハンマー、命綱などの費用であり、労務費の合計額に

上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

（2） 注入打設工 

表 5-7 注入打設工単価表（1.0m3 当り） 

名 称 仕  様 単位 数量 摘    要 

材料 セメント、混和材 式 1 表 5-3 

世話役  土木一般 人 1 人×1.0m3／T3 表 5-5 

特殊作業員  〃 1 人×1.0m3／T3 表 5-5 

普通作業員  〃 2 人×1.0m3／T3 表 5-5 

諸雑費  式 1 労務費の 15％ 

(注)諸雑費は、グラウトポンプ、グラウトミキサー、水中ポンプ、水槽損料および電力に関する経費などの

費用であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

（3） 頭部連結工 

表 5-8 頭部連結工の単価表（100 本当り） 

名 称 仕  様 単位 数量 摘    要 

材  料  式 1 表 5-4 

世話役 土木一般 人 1 人×100 本/T4 表 5-5 

特殊作業員  〃 1 人×100 本/T4 表 5-5 

普通作業員  〃 2 人×100 本/T4 表 5-5 

諸雑費  式 1 端数調整 
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5.3 流末処理工（地下排水工） 
5.3.1  数量算出 

地下排水工に使用する材料の数量算出方法を以下に示す。 

有孔管長(L2) ：施工延長(L0) 

有孔管径(D2) ：擁壁形状タイプφ100mm(VP100･ﾌｨﾙﾀｰ付透水管) 

 のり面保護タイプφ 50mm(VP50･ﾌｨﾙﾀｰ付透水管) 

無孔管長(L3) ：外部排出距離 

 (連続繊維補強土の厚さを考慮して設定)  

無孔管設置間隔(L4) ：4.0m 

無孔管径(D3) ：擁壁形状タイプφ100mm(VP100) 

 のり面保護タイプφ 50mm(VP50) 

排水管材ロス率(K2) ：1.01 

吸出し防止材ロス率(K3) ：1.3 

 

 

 

表 5-9 流末処理工（地下排水工）の使用数量（施工延長 10m 当り） 

名 称 仕  様 単位 数量 摘    要 

排水管 VP100 又は VP50 有孔管 ｍ 10m×K2 見積もり 

 〃 VP100 又は VP50 無孔管 〃 (10m／L4)×L3×K2 建設物価  参照 

塩ビ管継手 TS100 又は TS50 個 10m／L4 建設物価  参照 

吸出し防止材 ステラシート SH-10 ｍ2 D2×π×10m×K3 建設物価 参照 

(注)上表は塩ビ管を使用する場合である。 

地下排水工の使用材料は上記の材料を標準とするが、同等以上の機能を持つ材料の使用も可能である。 

また、湧水や地下水が多いと判断される場合には、上記標準にとらわれずに仕様を検討する。 

フィルター付透水管を使用する場合は吸出し防止材は必要ないが、専用継ぎ手(Ｔ字）を使用すること。 

4,000 4,000 4,000 4,000
外部排出距離

無孔管

有孔管

連続繊維補強土
地山

施工延長

有孔管
無孔管

連続繊維補強土

図 5-2 流末処理工 
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表 5-10 流末処理工（地下排水工）の使用数量（施工延長 10m 当り） 

名 称 仕  様 単位 数量 摘    要 

排水管 
ﾌｧｲﾙﾀｰ付き透水管（φ100

又はφ50) 
ｍ 10m×K2 建設物価  参照 

 〃 VP100 又は VP50 無孔管 〃 (10m／L4)×L3×K2 建設物価  参照 

透水管継手 Ｔ字継手 個 10m／L4 見積り 

(注)上表はﾌｨﾙﾀｰ付き透水管を使用する場合である。 

 

5.3.2  編成人員と歩掛 

表 5-11 編成人員と歩掛(T5) 

名 称 単位 流末処理工（地下排水工） 

世話役 

人 

1 

のり面工 - 

特殊作業員 - 

一般運転手 - 

普通作業員 3 

計 4 

歩掛 300m/日(T5) 

(注)歩掛は｢国土交通省積算基準 暗渠配水管敷設歩掛の排水管敷設歩掛｣を参考。 

 

5.3.3  単価表 

表 5-12 流末処理工（地下排水工）の単価表 

名 称 仕  様 単位 数量 摘    要 

材  料  式 1 表 5-9,5-10 

世話役   土木一般 人 1×100ｍ/T5 表 5-11 

普通作業員  人 3×100ｍ/T5 表 5-11 

諸雑費  式 1 労務費の 2.0％ 

(注)諸雑費は労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 



- 21 - 
 

5.4 裏面排水工 
5.4.1  数量算出 

裏面排水工に使用する材料の数量算出方法を以下に示す。 

 

裏面排水材設置間隔 ：1.0m 

裏面排水材ロス率(K4) ：1.05 

アンカーピン (L5) ：1 本／m 

 

表 5-13 裏面排水工材料の使用数量（裏面排水材 10m 当り） 

名 称 仕  様 単位 数量 摘    要 

裏面排水材 

エンドレンマット 

EM-30×300C 

（擁壁形状タイプ） 
ｍ 10m×K4 

建設物価 参照 

TAC メンドレン 

TMGF-300 又は TMG-300 

（のり面保護タイプ） 

建設物価 参照 

アンカーピン φ9×200 本 10m×L5  

(注)湧水や流下水が多いと判断される場合には、上記標準にとらわれずに仕様や設置間隔などを検討する。 

 

 

5.4.2  編成人員と歩掛 

表 5-14 編成人員と歩掛（T6） 

名 称 単位 裏面排水工 

世話役 

人 

1 

のり面工 2 

特殊作業員 - 

一般運転手 - 

普通作業員 1 

計 4 

歩掛 
擁壁形状タイプ 120m/日(T6) 

のり面保護タイプ 160m/日(T6) 

(注)歩掛は協会実績に準ずる。 
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5.4.3  単価表 

表 5-15 裏面排水工の単価表（裏面排水材 100m 当り） 

名 称 仕  様 単位 数量 摘    要 

材  料  式 1 表 5-13 

世話役  土木一般 人 1 人×100m／T6 表 5-14 

のり面工  人 2 人×100m／T6 表 5-14 

普通作業員  人 1 人×100m／T6 表 5-14 

諸雑費  式 1 労務費の 5％ 

(注)諸雑費は、工具類、命綱などの費用として労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上す

る。 
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5.5 連続繊維補強土造成工 
5.5.1  数量算出 

連続繊維補強土造成工の仕上がり 1m3当りの連続繊維の設計混入量を表 5-14 に示す。

但し、連続繊維は補強土用連続繊維とする。 

 

表 5-16 連続繊維補強土工の材料 

名 称 仕  様 単位 数量 摘    要 

砂質土  ｍ3/ｍ3 1.0ｍ3×K0 建設物価  参照 

連続繊維 ジオファイバー、167±6T kg/ｍ3 3.3kg×K0 
建設物価  参照 

積算資料  参照 

添加材 ジオパウダーなど kg/ｍ3  
必要に 応じ

て計上 

保水・保肥材 

（土壌改良材） 
LA グリーン 個/ｍ2 築造表面積×A1  

(注)砂質土と連続繊維は、仕上がり 1ｍ3当りを表示。 

 

連続繊維補強土造成工に使用する材料の数量算定方法を以下に示す。 

①砂質土と連続繊維 

          砂質土と連続繊維材料の使用量は、下式によって求める。 

使用量＝設計仕上がり量×ロス率(K0) 

 

表 5-17 連続繊維補強土造成工のロス率 

タイプ 材  料 ロス率(K0) 

のり面保護タイプ 
砂質土 1.56 

連続繊維 1.25 

擁壁形状タイプ 
砂質土 1.51 

連続繊維 1.20 

                        

表 5-18 ロス率内訳 

タイプ 材 料 設計量 締固め量 
損出量 

合 計 
凹凸 はね返り 仮置き場 小計 

のり面保護 
砂質土 1.00 0.26 0.15 0.10 0.05 0.30 1.56 

連続繊維 1.00 － 0.15 0.10 － 0.25 1.25 

擁壁形状 
砂質土 1.00 0.26 0.12 0.08 0.05 0.25 1.51 

連続繊維 1.00 － 0.12 0.08 － 0.20 1.20 
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②保水・保肥材（土壌改良材） 

  保水・保肥材（土壌改良材）の仕様と設置間隔(A1)を表 5-19 に示す。 

表 5-19 保水･保肥材設置間隔 

保水・保肥材 設置間隔(A1) 摘        要 

LA グリーン 2 個/m2  

 

5.5.2  編成人員と歩掛 

表 5-20 編成人員と歩掛(T7) 

名 称 単位 連続繊維補強土造成工 プラント仮設・撤去工 

世話役 

人 

1 1 

のり面工 3 2 

特殊作業員 1 1 

一般運転手 - - 

普通作業員 1 2 

計 6 6 

歩掛 10m3/日(T7) 0.4 回/日 

(注)1．歩掛は協会実績に準ずる。 

2．プラント仮設・撤去工・・・機械の搬入搬出及び設置撤去作業 
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5.5.3  単価表 
連続繊維補強土造成工の単価表を表 5-21 に示す。 

 

表 5-21 連続繊維補強土造成工の単価表（仕上がり 1.0m3 当り） 

名 称 仕  様 
単

位 
数量 摘要 

材 料  ｍ3 1.0 表 5-16 

世話役 土木一般 人 1 人×1.0m3／T7 表 5-20 

のり面工 ノズル、土壌改良材設置 〃 3 人×1.0m3／T7 表 5-20 

特殊作業員 
繊維計量機、発電機、空気

圧縮機等運転 
〃 1 人×1.0m3／T7 表 5-20 

普通作業員 材料投入、他 〃 1 人×1.0m3／T7 表 5-20 

連続繊維供給システム 

エジェクタ損料 4 本ノズル 日 1 台×1.0m3／T7 見積り 

エジェクターノズル 
C 型ノズル 

（ジオファイバー専用） 
本 0.145 本×1.0m3／T7 見積り 

スレッドフィーダ損料 可搬式、20～28 ボビン 日 1 台×1.0m3／T7 見積り 

砂質土供給システム 

モルタル吹付機運転 
0.8～1.2m3/h、所要空気量

10～19m3/min 
日 1 台×1.0m3／T7 機運-1 

空気圧縮機運転 18.0～19.0m3/min、0.7Mpa 〃 〃 機運-2 

発動発電機 37/45kVA 〃 〃 機運-3 

ホイールローダ運転 
トラクタショベル、0.34～

0.35m3 
〃  機運-4 

散水車 タンク容量 3800 ㍑ 〃  機運-5 

諸雑費  式 1 
労 務 費

の 21％ 

(注) 1.諸雑費は、ベルトコンベア、計量器、水槽、高圧ポンプ、骨材ホッパ・ホース・ 配線類、中間支柱、

工具類、命綱に関する経費などとして労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

2.上記の散水車は、水の供給を必要とする場合に計上する。 
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表 5-22 プラント仮設・撤去工の単価表（1 回当り） 

名 称 仕  様 単位 数量 摘    要 

ラフテレーンクレーン 10t 作業料金 日 1 日 建設物価 

世話役  土木一般 人 1 人×2.5 日 表 5-20 

のり面工  人 2 人×2.5 日 表 5-20 

特殊作業員  人 1 人×2.5 日 表 5-20 

普通作業員  人 2 人×2.5 日 表 5-20 

諸雑費  式 1 労務費の 5％ 

(注)諸雑費は、プラント仮設の資材などの費用として、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限とし

て計上する。 

 
 
 
 



- 27 - 
 

5.6 植生工（緑化工） 
植生工の積算は、植生基材吹付工（3cm）を標準とし、市場単価に準ずる。もしくは

植生基材吹付工（3cm）と同等の植生マット工を選定する。ただし、植生基材吹付工の

標準仕様は表 5-23、植生マット工の標準仕様は表 5-24 に示すものとする。 

また、市場単価は一般財団法人 建設物価調査会「土木コスト情報」と一般財団法人 

経済調査会「土木施工単価」の平均単価とする。 

 

表 5-23 植生基材吹付工の標準仕様 

 

表 5-24 植生マット工の標準仕様 

 

 
 

 

  

名 称 仕  様 単位 数量 摘    要 

ひし形金網 φ2.0×50mm、亜鉛メッキ m2/100m2 140  

ジオピン L=200mm 本/100m2 180  

生育基盤材 ファイバーソイル W ㍑/m3 2,000  

肥  料 
高度化成 15:15:15※ kg/m3 3.0 

※緑化目標により検討 

緩効性肥料 kg/m3 3.0 

接合剤 クリコート CP750 等 kg/m3 1.0 建設物価  参照 

種  子 各種緑化目標による※ 式 1 ※緑化目標により検討 

名 称 仕  様 単位 数量 摘    要 

植生マット N マット-10 m2/100m2 120 
肥料、種子は必要に応

じて 

ジオピン L=200mm 本/100m2 87  

〃 L=150mm 本/100m2 384  
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5.7 共通仮設費（参考） 
共通仮設費は現場条件を考慮し積算をおこなう。本積算の共通仮設費はあくまで一例であ

る。 
 

5.7.1 編成人員と歩掛 

表 5-25 編成人員と歩掛 

名 称 単位 プラント移動工 

世話役 

人 

1 

のり面工 2 

特殊作業員 1 

一般運転手 - 

普通作業員 2 

計 6 

歩掛 1.0 日/回 

(注)プラント移動工・・・機械の場内移動及び設置撤去作業 

 

5.7.2 単価表 

表 5-26 プラント移動工の単価表（1 回当り） 

名 称 仕  様 単位 数量 摘    要 

ラフテレーンクレーン 10t 作業料金 日 1 日 建設物価 

トラック運転 
クレーン装置付 

4t 積 2.9ｔ吊り 
台 1.0 台/ｾｯﾄ×1.0 日 機運-6 

世話役  土木一般 人 1 人×1.0 日 表 5-25 

のり面工  人 2 人×1.0 日 表 5-25 

特殊作業員  人 1 人×1.0 日 表 5-25 

普通作業員  人 2 人×1.0 日 表 5-25 

諸雑費  式 1 労務費の 5％ 

(注)諸雑費は、プラント移動の資材などの費用として、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限とし

て計上する。 
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5.8 補正係数 
連続繊維補強土工は施工条件に応じて、補正係数を考慮し積算を行う。表 5-26 に補正

係数を示す。補正係数を用いた設計単価算出方法は下記の通りである。なお、植生工の補

正係数は市場単価の適用基準に準ずる。 

 

補正係数を用いた設計単価＝標準の設計単価×K5×K6×K7×K8 

 

表 5-27 補正係数 

区
分 

適 用 基 準 
記
号 

補正係数 備考 

補
正
係
数 

施工規模 

200ｍ3以上 

K5 

1.00  

100ｍ3以上 200ｍ3未満 1.05 

50ｍ3以上 100ｍ3未満 1.15 

50ｍ3未満 実情にあわせて積算 

作業時間 
時間的制約を受ける場合 

K6 
1.05  

夜間 1.25 

吹付圧送距離 

150m 未満（標準） 

K7 

1.00 

150m 以上 200m 未満 1.35 

200ｍ以上 240ｍ未満 1.50 

吹付圧送直高 

（のり面垂直

高さ） 

45m 未満（標準） 

K8 

1.00 

45m 以上 60m 未満 1.35 

60ｍ以上 80ｍ未満 1.50 

(注)1.K5、K6は市場単価のモルタル・コンクリート吹付工を参考。K7、K8は協会実績に準ずる。 

2.施工規模(K5)と時間的制約を受ける場合の補正係数(K6)が重複する場合は、施工規模のみ対象とする。 

3.吹付圧送直高補正(K7)は、標準を超える面積（対象数量）についてのみ補正する。 
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6．機械運転費内訳 
機械運転費の内訳は、機運 1～6 に示すとおりである。なお、各数量は建設機械等損料

算定表参照とする。 

 

機運 1 モルタル吹付機 運転・単価（1 日当り） 

名 称 仕  様 単位 数量 摘    要 

ﾓﾙﾀﾙｺﾝｸﾘｰﾄ吹付機 

（のり面用）損料 

0.8～1.2m3/h、所要空気

量 10～19m3/min 

供用

日 
  

諸雑費  式 1.0  

(注)1. 諸雑費は端数調整を行なうものである。 

 

 

機運 2 空気圧縮機 運転・単価（1 日当り） 

名 称 仕  様 単位 数量 摘    要 

軽油  ㍑   

空気圧縮機損料 
18.0 ～ 19.0m3/min 、

0.7Mpa 

供用

日 
  

諸雑費  式 1.0  

(注)1. 諸雑費は端数調整を行なうものである。 

 

 

機運 3 発動発電機 運転・単価（1 日当り） 

名 称 仕  様 単位 数量 摘    要 

軽油  ㍑   

発動発電機損料 37/45kVA 
供用

日 
  

諸雑費  式 1.0  

(注)1. 諸雑費は端数調整を行なうものである。 
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機運 4 ホイールローダ 運転・単価（1 日当り） 

名 称 仕  様 単位 数量 摘    要 

軽油  ㍑   

ホイールローダ損

料 

トラクタショベル、

0.34～0.35m3 

供用

日 
  

諸雑費  式 1.0  

(注)1. 運転歩掛は施工歩掛に含まれている。 

2. 諸雑費は端数調整を行なうものである。 

 

 

機運 5 散水車【トラック架装型】 運転・単価（1 日当り） 

名 称 仕  様 単位 数量 摘    要 

特殊運転手  人 1.0  

軽油  ㍑   

散水車損料 タンク容量 3800 ㍑ 
供用

日 
  

諸雑費  式 1.0  

(注)1. 諸雑費は端数調整を行なうものである。 

 

 

機運 6 トラック運転・単価（1 日当り） 

名 称 仕  様 単位 数量 摘    要 

一般運転手  人 1.0  

軽油  ㍑   

トラック損料 
クレーン装置付 

4ｔ車 2.9t 吊 
時間   

諸雑費  式 1.0  

(注)1. １日当りの運転時間は、建設機械等損料算定表「クレーン付トラック」 の年間標準(運転時間÷運転日

数)  に準ずる。 

2. 諸雑費は端数調整を行なうものである。 
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